
平成 26年度町内会長会議・

　町内会長連絡協議会総会

　4 月 16 日、観月台文化センターで平成 26 年
度町内会長会議が開催され、64 人の皆さんに町
内会長を委嘱しました。
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新しく町内会長に委嘱されたみなさん
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　４月 23 日、観月台文化センターで平成 25 年 11
月に退任された前民生児童委員松浦惣一さん（本町）
に対する厚生労働大臣特別表彰の伝達が行われまし
た。松浦さんは、平成７年から 18 年間にわたり民
生児童委員として担当区域内の高齢者の一人暮らし
をはじめ、要援護者の支援に尽力されました。また、
長年の経験を生かし、町民生児童委員協議会の活動
にも積極的に参加し、町民の福祉向上のために活躍
されました。
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町の福祉のために
　寄付をいただきました

　4 月 25 日、観月台文化センターで前民生児童委員
の三瓶茂さん（山崎宮舘）に太田久雄町長から感謝
状の贈呈がありました。
　三瓶さんは、平成４年より７期 21 年間にわたり民
生児童委員として、うち３年間は町民生児童委員協
議会会長として活躍されました。退任するあたり「民
生児童委員として活動できたのも皆さんのおかげで
す。少しでも町、福祉の向上に役立ててほしい」と
寄付をされました。

長年の活動に対して
　厚生労働大臣より特別表彰
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丸山淑夫福島復興局長
新しい遊具で遊ぶ児童
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